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開通（下り線出口）により期待される整備効果

【整備効果①：交通分散による混雑の緩和】
○２０２０年１０月開催予定の「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま
大会」に伴い、全国各地より本県に約８０万人が来訪。

▲鹿児島県警察学校までの所要時間（分）

▲高速道路ICから姶良市総合運動公園体育館
までの所要時間（分）

18

4

約14分短縮

▲鹿児島県中央駅でのＰＲ活動

▲学生がのぼり旗を作成 約13分短縮17

4

（分）

（分）

◯桜島スマートＩＣの下り線開通により、高速ＩＣと競技会場まで
約２ｋｍで結ばれるため、加治木ＩＣ利用時より約１４分短縮。

加治木IC利用 桜島スマートIC利用

加治木IC利用 桜島スマートIC利用
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開通（下り線出口）により期待される整備効果

【整備効果②：交流人口増加の支援】
○姶良市は、霧島錦江湾国立公園、重富海岸など、九州有数の観光地が存在。
桜島スマートＩＣ整備により、当該ＩＣが重富海岸の最寄りＩＣとなるため、
アクセス向上によりさらなる観光客増加が期待。（約１３０万人）

◯桜島スマートＩＣの下り線開通により、高速ＩＣと重富海岸まで約３ｋｍ
で結ばれるため加治木ＩＣ利用時より約８分短縮。

▲高速道路ICから重富海岸への所要時間▲ 姶良市の観光入込客数推移

資料：姶良市商工観光課資料

（万人）
約130万人

目標：第2次姶良市総合計画

約124
万人

資料：道路交通センサス

加治木IC 桜島スマートICH26 H27 H28 H29 H30 R4

（分）
約8分短縮13

5

霧島錦江湾国立公園

至 霧島市

至 鹿児島市
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開通（下り線出口）により期待される整備効果
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▲姶良市松原町から
最寄ICまでの所要時間変化

加治木
IC利用

桜島スマート
IC利用

（分）

【整備効果③：定住人口の増加】
○桜島スマートＩＣの整備により、渋滞する国道１０号を回避することが
可能となり、高速道路ＩＣから住宅地へのアクセスが向上（約８分短縮） 。

◯住宅地から高速道路までのアクセス向上が図られ、住宅地としてのポテン
シャルが高まり、定住人口の増加が期待。

▲加治木団地入口交差点付近

（千人）

約3,900人増加

▲資料：姶良市人口ビジョン
（H28.2）

（目標）
R7R2H27

76,169

78,057

80,077
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